
 令和４年度  ２学期始業式校長講話   

 

みなさん、おはようございます。姿勢よく、校長先生の

方を見てお話を聞けていることと思います。夏休みが終

わり、今日、みなさんの元気な顔を見ることができて、と

ても嬉しいです。  

いよいよ 2 学期が始まりました。さて、今日はこちらの話をします。何だか分かります

か？そう、鈴です。今日のお話はこの「鈴」の話です。  

 

 この絵、実はすごく昔に使っていた漢字です。  

 何という漢字か分かりますか？そう、「楽（しい）」という漢字です。１年生はまだ習っ

ていないかと思いますが、この先、学習します。２年生で学習する漢字です。  

 この漢字は持ち手のついた「鈴」の形からできたと言われています。  

 漢字研究で有名な白川静博士によると、古代の人が鈴を鳴らして神様を呼んで楽しませ

たことから、鈴の形が楽しいことを表す漢字になったとのことです。  

2 学期の学校生活を楽しくするためには、この古代文字に隠された「三つの鈴」を鳴らす

ことが大切だと思い、皆さんに紹介します。  

 １つ目の鈴は「元気の鈴」です。  

 健康でいることは難しいことではないと思うかもしれませんが、けがや病気はいつ起こ

るか分かりません。体の健康だけでなく、心の健康も大切です。不安なことは遠慮せず、

先生や家族に相談して「元気の鈴」を鳴らしてください。  

 ２つ目の鈴は「学びの鈴」です。  

 今までできなかったことできたり、分からなかったことが分かるようになったりするこ

とはとても嬉しいですね。2 学期は行事も多く、様々なことを体験するチャンスがありま

す。たくさん勉強・運動をして学びの鈴を鳴らしてください。  

 ３つ目の鈴は「なかよしの鈴」です。友達と仲良くできることはとてもうれしいことで

す。自分の意見を大切にしながらも、相手の気持ちを大切にしなくては「なかよしの鈴」

は鳴りません。友達のよいところをよく見て、「なかよしの鈴」を鳴らしましょう。  

 

 2 学期、たくさんの鈴の音を鳴らして楽しい学校生活を送っていきましょう。そして「は・

あ・と」も大切にしていってください。  

 

それではこれで始業式のお話を終わりにします。（礼）  


